
 

た
ら
し
い
。
道
悦
自
身
も
、
も
と

も
と
俳
句
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
三
人
の
交
流
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

二
年
後
、
道
悦
は
、
江
戸
か
ら

潮
来
に
転
居
し
て
「
自
準
亭
（
じ

じ
ゅ
ん
て
い
※
自
準
と
は
道
悦
の
別

名
）
」と
名
づ
け
た
診
療
所
を
開
い

た
。
そ
し
て
、
貞
亨
四
年
（
一
六

八
七
年
）
の
八
月
十
五
日
、
芭
蕉

が
門
人
の
曽
良
と
宗
波
を
伴
っ

て
、
鹿
島
の
山
の
月
見
の
た
め
に

仏
頂
を
訪
ね
「
鹿
島
紀
行
」
が
生

ま
れ
た
。 

 

潮
来
の
長
勝
寺
の
境
内
に
は

道
悦
と
芭
蕉
の
連
句
の
句
碑
が

あ
る
。 

❖ 

❖ 

❖ 

（「
帰
路
自
準
に
宿
ス
」
と
題
し
） 

塒
（
ね
ぐ
ら
）
せ
よ
わ
ら
干
す
宿

の
友
す
ず
め 

 

松
江 

あ
き
を
こ
め
た
る
く
ね
の
指
杉

（
さ
し
す
ぎ
） 

桃
青 

 
月
見
ん
と
汐
ひ
き
の
ぼ
る
船
と

め
て 

 

ソ
ラ 

❖ 

❖ 

❖ 

 

連
句
で
道
悦
は
、
芭
蕉
を
自
準

亭
に
迎
え
て
「
藁
を
干
す
よ
う
な

あ
ば
ら
家
だ
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
昔

の
友
す
ず
め
の
よ
う
に
語
り
明

か
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
句
を
詠

み
、
そ
れ
に
対
し
て
芭
蕉
（
桃
青
）

は
「
秋
を
こ
め
た
る
、
そ
し
て
垣

の
細
い
苗
杉
ま
で
も
、
私
た
ち
を

お
迎
え
く
だ
さ
り
、
有
難
い
こ
と

で
す
」
と
お
礼
の
返
句
を
詠
ん
で

い
る
。 

参
考
文
献
／
「
ふ
る
さ
と
潮
来
第
一
輯
、
三
輯
、
五

輯
」
潮
来
町
郷
土
史
研
究
会
／
「
潮
来
と
鹿
嶋
・
香

取
」
高
塚
菰
村
著
／
「
史
料
で
探
る
茨
城
の
歴
史
」

（
山
川
出
版
社
）
／
「
茨
城
県
風
土
記
」（
旺
文
社
）

／
「
お
ら
が
た
い
よ
う
村
」
桑
田
二
郎
著
（
大
洋
村

商
工
会
地
域
特
産
品
開
発
推
進
実
行
委
員
会
）
他 

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仏
頂
の

ほ
う
が
有
名
な
の
で
、
影
の
薄
い

道
悦
で
あ
る
が
、
実
は
俳
諧
が
趣

味
で
、
俳
号
を
「
松
江
」
と
称
す
、

文
系
の
お
医
者
さ
ん
だ
っ
た
。 

 

芭
蕉
、
仏
頂
、
道
悦
は
、
ど
う

や
っ
て
知
り
合
っ
た
の
か
…
調
べ

て
み
る
と
、
こ
の
三
人
は
江
戸
で

出
会
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
年
）
、
芭
蕉

は
俳
諧
師
と
し
て
、
よ
う
や
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
門
弟
の

世
話
で
深
川
に
住
ん
で
い
た
。 

そ
の
頃
、
仏
頂
は
、
鹿
島
神
宮

側
に
邪
魔
扱
い
に
さ
れ
て
移
転
さ

せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
根
本

寺
を
守
る
た
め
に
、
幕
府
へ
寺
領

問
題
を
訴
願
。
深
川
の
臨
川
庵
へ

居
を
移
し
て
、
六
年
に
亘
る
裁
判

を
続
行
し
て
い
た
。 

道
悦
は
、（
少
し
溯
る
が
）
近
江
国

戸
田
家
に
武
士
と
し
て
仕
え
た

が
、
九
州
天
草
の
乱
で
左
脚
を
受

傷
。
武
士
か
ら
医
者
へ
転
身
し
、

尾
張
で
医
術
を
学
ん
だ
後
に
江
戸

に
来
て
、
日
本
橋
の
青
物
町
で
医

家
を
開
業
し
て
い
た
。 

そ
の
時
、
芭
蕉
は
三
十
七
歳
、

仏
頂
は
三
十
九
歳
、
道
悦
は
五
十

八
歳
だ
っ
た
。 

 

仏
頂
と
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い

た
芭
蕉
は
、
彼
か
ら
弾
の
精
神
（
後

に
出
て
く
る
俳
名
の
「
桃
青
」
は
、「
桃

は
青
き
が
最
も
良
し
と
す
る
」
と
い
う

弾
の
言
葉
で
、
仏
頂
が
名
付
け
た
と
言

わ
れ
て
い
る
）
を
学
び
、
道
悦
と
は

患
者
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い

た 

ま
ず
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル
で
、

本
間
道
悦
（
ほ
ん
ま
ど
う
え
つ
）
と

は
何
者
？
と
思
わ
れ
た
方
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

俳
人
、
松
尾
芭
蕉
の
事
を
少
し

か
じ
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
だ
っ
た

ら
、「
鹿
島
紀
行
（
鹿
島
詣
）
で
芭
蕉

を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
た
潮
来
の
お

医
者
さ
ん
」
と
言
え
ば
お
分
か
り

か
と
思
う
。 

「
鹿
島
紀
行
」
と
い
う
と
、
一

般
的
に
は
、
根
本
寺
の
仏
頂
和
尚

と
の
親
交
の
ほ
う
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
芭

蕉
は
、
仏
頂
と
の
月
見
の
後
に
潮

来
の
自
準
亭
（
道
悦
宅
）
に
滞
在
し
、

「
鹿
島
紀
行
」
を
著
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
道
悦
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
の
だ
。 

自
準
亭
は
、
天
王
町
河
岸
近
く

に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
の
四
丁

目
、
天
王
様
の
御
仮
宮
の
近
く
で

は 

道悦の自準亭があった場所は、たぶん、この辺りかと… 

◆編集デスクからのお知らせ◆ 
 

ニュースステーション潮来のホームページの企画変更に

伴い、「わたしのまち」の紙面で連載されていた「歴史探

訪・鹿行伝説ミステリー」、「無口な人気者」、「本・新しい

世界との出会い」は、今号をもちまして一旦終了させて頂

きます。短い間でしたが、このページのコーナーをご愛読頂

き有難うございました。 

最終回：「早く人間になりたい…（？）」と 

言わんばかりのアヤメさん（潮来） 

「あのアヤメ…人間なみにデカくない？」最初にそう言ったのは、

ワタクシの友人でした。潮来に観光で訪れた彼女のために、一緒に

遊覧船に乗ろうと受付したときに発見した看板です。 

地元の人間でありながら、そして毎日通勤で通る道沿いにあるの

にもかかわらず、ワタクシはこの巨大アヤメに気付きませんでした。 

このアヤメは、看板の人間と同じ大きさなので、「あらっアヤメさ

ん乗ってたのね…」という印象。乗客の中のひとりとして、全然違

和感はありません。馴染んでいます。 

 体をくねらせて動きのあるポーズを取っているアヤメさんは、 

無表情な娘船頭さんや乗客に比べて、何だか人間っぽいです。 

今日も体をくねらせ、観光客を遊覧船へ誘うアヤメさんです。 

流星の絆 
東野圭吾著 講談社 １７００円  

 

冒頭からいきなり両親が惨殺されるというシーンが

出てくるので、ちょっとショッキングです。残された

３人の兄と弟と妹の、犯人に対する燃 

えるような復讐心が軸になって物語が 

展開していきます。そしてついに犯人 

らしき人物が…。ミステリーの好きな 

人はもちろんそうでない人にも、おす 

すめの一冊です。著書らしい緻密な筋 

立てで息もつかずに一気に読めます。 

最後のアッと驚く結末に、乞うご期待！ 
 

渡辺 恵子(麻生高校図書館司書） 

 


